
















周囲長を測定した。胸高直径 5cm以下で樹高 2m以上のものは最初の 10m x 10 m 方
形区でのみ全数調査し、残りの方形区では種名のみリストアップした。林床植生は 5
m毎に 1m x 1 mの方形区で、優占度の記載を行った。残念ながら、まだ調査林分数が
17林分と少なく、林齢を十分にカバーしたデータセットにはなっていない。この限ら
れたデータの解析結果では、種組成から 4つの林分グループが認識された。ひとつは
スギ人工林グ、ループで、残りは若い広葉樹二次林と二つの古い二次林のグ、ノレープであ
った。若い広葉樹二次林のグ、ループには若いスギ人工林も 1林分含まれた。これはス
ギは植裁されていても、若い林分では植物の種組成が広葉樹二次林似通っていること
を示している。林齢やサイズ構造の変化に伴い、植物の種多様性は変化するが、ササ
の存在や歴史的に大きなトチノキのみを残した林分など、林齢やサイズ以外の別な要
因が大きく働く林分もあり、現時点では林分特性と植物多様性の聞に明確な関係は見
いだせていない。林齢に伴う種の入れ替わりを考えると、植物の生活型(高木、亜高
木、低木、ツルなど)や、散布様式(風散布、動物散布、重力散布など)を組み合わ
せた多様性の評価が今後は必要である。
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